
細胞やタンパク質を対象とした⽣物物理研究

教授 林 久美子

物性研究所では、固体物理だけでなく、細胞やタンパク質を対象にしたソフトマターの研究
も⾏っています。「物理で⽣物？」と驚くかもしれませんが、細胞やタンパク質を物理の視
点から研究することで、新しい発⾒がたくさんあります。物理学の新しいフィールドとして、
細胞やタンパク質を⼀緒に研究してみませんか。

細胞やタンパク質の中では、さまざまな化学反応が起こり、分⼦が混み合い、常にエネルギ
ーが使われています。このような環境では、皆さんが学部で学んだ平衡統計⼒学・熱⼒学が
成り⽴ちません。そのため、計測や解析が難しく、まさに新しい物理が求められる分野です。

たとえば、私たちが研究しているモータータンパク質は、ATP（アデノシン三リン酸）を分
解することで得た⾃由エネルギーを使って動きます。動くものを理解するには、⼒や速度を
正確に測ることが⼤切です。そこで、物理の知識を活かして、この動きの仕組みを解明しよ
うとしています。

本研究室では、蛍光顕微鏡を使って、細胞内で起こる現象を観察し、⼒・速度・エネルギーなどの物理量を測る技術
を開発しています。観察のための顕微鏡技術だけでなく、統計⼒学・数学・情報科学を駆使したデータ解析の⽅法も
研究しています。さらに、測定したデータをもとに、細胞内の現象を説明する理論モデルを作り、⽣物の仕組みを物
理的に理解することを⽬指しています。タンパク質が変異すると病気につながることがありますが、こうした研究を
通じて、物理学を医学や病気の理解にも役⽴てたいと考えています。

⽣物物理学は、まだ新しい学問ですが、これから成⻑していく分野です。物理に興味があって、⽣物を扱ってみたい
という⽅は⼤歓迎です。私たちの研究室が参加する主な学会には、⽇本⽣物物理学会やBiophysical Society（アメリ
カ）があります。物理と⽣物の融合分野で、⼀緒に学びながら、国際的に活躍していきましょう。

ー 研究室⾒学はいつでも歓迎です ー
E-mail: hayashi@issp.u-tokyo.ac.jp
場所: 物性研 A棟 A403

詳しくは研究室HPをご覧ください。
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顔画像

タテ：4.5cm
ヨコ：3.5cm

（２）モータータンパク質の⼒を計測する技術の開発

（３）物性研で開発された
技術を細胞・タンパク質・
ソフトマターに応⽤する研究も⾏ってます。

（１）林研究室 ⼤学院⽣のアクティ
ビティ
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